
令
和
３
年
秋
号

こ
お
り
ま
ち

VO
L. 1
2
6

起
立
賛
成
・
不
起
立
反
対
が
同
数
と
な
り

　
議
長
裁
決
と
な
っ
た「
総
合
計
画
」

詳
し
く
は
P.2、P.10を

ご
覧
下
さ
い

22

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…
…

２４９

…
…
…
…
…
…
…
…

一
般
質
問
　
６
名
登
壇

令
和

２
年

度
 決

算
認

定

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
意
見

９
月
定
例
会

新
総
合
計
画

12



９
月
定
例
会

議会だより ●2議会だより●3

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

議
員
の
か
ん
が
え

自
由
討
議発

議
者　
半
澤　
高

提
出
議
案
に
対
し
審
議
し
結
論
を

出
す
場
合
、
議
員
相
互
間
の
自
由

討
議
で
議
論
を
尽
く
し
合
意
形
成

に
努
め
る
（
基
本
条
例
第
９
条
）

半
澤
：
計
画
の
提
出
は
９
月
で
無
く

半
澤
：
計
画
の
提
出
は
９
月
で
無
く

て
良
い
。
認
定
こ
ど
も
園
に
関
し

て
良
い
。
認
定
こ
ど
も
園
に
関
し

て
町
民
は
分
か
ら
な
い
。
説
明
後

て
町
民
は
分
か
ら
な
い
。
説
明
後

に
計
画
の
承
認
を
し
て
も
良
い
。

に
計
画
の
承
認
を
し
て
も
良
い
。

佐
藤
榮
：

佐
藤
榮
：
認
定
こ
ど
も
園
が
本
町
に

認
定
こ
ど
も
園
が
本
町
に

立
ち
上
が
れ
ば
伊
達
市
と
対
等
だ
。

立
ち
上
が
れ
ば
伊
達
市
と
対
等
だ
。

働
く
親
に
と
っ
て
職
場
と
保
育
園

働
く
親
に
と
っ
て
職
場
と
保
育
園

は
近
い
方
が
良
い
。

は
近
い
方
が
良
い
。

佐
藤
武
：

佐
藤
武
：
総
合
計
画
は

総
合
計
画
は
10
年
後
の
ビ

年
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
向
け
た
計
画
で
あ
り
、

ジ
ョ
ン
に
向
け
た
計
画
で
あ
り
、

今
定
例
会
で
可
決
す
れ
ば
来
期
に

今
定
例
会
で
可
決
す
れ
ば
来
期
に

向
け
た
取
組
み
が
可
能
と
な
る
。

向
け
た
取
組
み
が
可
能
と
な
る
。

斉
藤
謙
：
説
明
不
足
か
ら
町
民
は
公

斉
藤
謙
：
説
明
不
足
か
ら
町
民
は
公

設
保
育
所
の
廃
止
を
不
安
視
し
て

設
保
育
所
の
廃
止
を
不
安
視
し
て

い
る
。
経
済
へ
の
影
響
も
出
る
。

い
る
。
経
済
へ
の
影
響
も
出
る
。

町
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要
だ
。

町
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要
だ
。

川
名
：
公
設
と
民
設
の
教
育
方
針
の

川
名
：
公
設
と
民
設
の
教
育
方
針
の

違
い
が
見
え
な
い
。
選
択
は
保
護

違
い
が
見
え
な
い
。
選
択
は
保
護

者
任
せ
。
要
請
・
お
願
い
で
は
先

者
任
せ
。
要
請
・
お
願
い
で
は
先

は
分
か
ら
ず
安
心
材
料
で
は
な
い
。

は
分
か
ら
ず
安
心
材
料
で
は
な
い
。

齋
藤
：

齋
藤
：
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

は
、
民
営
で
な
く
町
営
で
や
る
べ

は
、
民
営
で
な
く
町
営
で
や
る
べ

き
だ
。
保
育
所
改
築
に
対
し
、
補

き
だ
。
保
育
所
改
築
に
対
し
、
補

助
は
な
く
と
も
地
方
交
付
税
措
置

助
は
な
く
と
も
地
方
交
付
税
措
置

が
な
さ
れ
る
。

が
な
さ
れ
る
。

岡
本
：
町
か
ら
の
説
明
は
充
分
で

岡
本
：
町
か
ら
の
説
明
は
充
分
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期

さ
れ
て
い
る
新
し
い
総
合
計
画
の

さ
れ
て
い
る
新
し
い
総
合
計
画
の

策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

原
：
総
合
計
画
の
提
案
は
、
新
年
度

原
：
総
合
計
画
の
提
案
は
、
新
年
度

の
予
算
編
成
に
お
い
て
適
当
な
時

の
予
算
編
成
に
お
い
て
適
当
な
時

期
で
あ
る
。
公
設
幼
稚
園
は
残
る

期
で
あ
る
。
公
設
幼
稚
園
は
残
る

の
で
、
親
の
選
択
と
な
る
。

の
で
、
親
の
選
択
と
な
る
。

鈴
木
：
総
合
計
画（
案
）の
認
定
こ
ど

鈴
木
：
総
合
計
画（
案
）の
認
定
こ
ど

も
園
の
記
述
は
総
合
教
育
会
議・総

も
園
の
記
述
は
総
合
教
育
会
議・総

合
計
画
審
議
会
を
経
て
の
予
定
計

合
計
画
審
議
会
を
経
て
の
予
定
計

画
で
あ
り
今
後
協
議
が
必
要
だ
。

画
で
あ
り
今
後
協
議
が
必
要
だ
。

岩
﨑
：
子
育
て
に
係
わ
る
家
庭
の
経

岩
﨑
：
子
育
て
に
係
わ
る
家
庭
の
経

済
を
軽
減
し
、
教
育
力
は
継
続
す

済
を
軽
減
し
、
教
育
力
は
継
続
す

べ
き
。
保
護
者
の
声
を
生
か
し
て

べ
き
。
保
護
者
の
声
を
生
か
し
て

ほ
し
い
。
保
育
所
は
公
設
を
望
む
。

ほ
し
い
。
保
育
所
は
公
設
を
望
む
。

討
　
論

齋
藤
松
夫
議員

　

４
つ
の
理
由
が
反
対
の
態
度
だ
。

　

４
つ
の
理
由
が
反
対
の
態
度
だ
。  

①
蚕
糸
跡
地
に
商
業
施
設
誘
致
及
び

①
蚕
糸
跡
地
に
商
業
施
設
誘
致
及
び

幼
稚
園
・
保
育
所
民
営
化
に
導
く
幼

幼
稚
園
・
保
育
所
民
営
化
に
導
く
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
誘
致
方
針

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
誘
致
方
針

を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
蚕
糸
跡

を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
蚕
糸
跡

地
の
町
取
得
経
過
無
視
並
び
に
、
幼

地
の
町
取
得
経
過
無
視
並
び
に
、
幼

稚
園
・
保
育
所
へ
の
町
方
針
を
突
然

稚
園
・
保
育
所
へ
の
町
方
針
を
突
然

変
更
し
た
異
常
な
も
の
だ
。
②
特
に

変
更
し
た
異
常
な
も
の
だ
。
②
特
に

「
民
設
民
営
化
移
行
方
針
」は
、
総
合

「
民
設
民
営
化
移
行
方
針
」は
、
総
合

計
画
審
議
会
前
日
の
計
画
策
定
本
部

計
画
審
議
会
前
日
の
計
画
策
定
本
部

会
で
当
初
案
を
変
更
し
、
審
議
会
答

会
で
当
初
案
を
変
更
し
、
審
議
会
答

申
を
得
た
異
常
な
事
務
執
行
。
③
同

申
を
得
た
異
常
な
事
務
執
行
。
③
同

民
営
化
は
、
教
育
委
員
会
の
協
議
及

び
意
思
決
定
を
欠
い
て
締
結
し
た

「
基
本
協
定
」に
基
づ
く
も
の
。
こ
の

面
で
も
異
常
な
事
務
執
行
。
④
民
営

化
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
保
育
所
等
運

営
経
費
削
減
に
あ
る
。

佐
藤
武
朗
議員

　

10
年
後
の
目
指
す
姿
と
し
て「
み

ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る　
元
気

な
ま
ち　

こ
お
り
」を
掲
げ
、
実
現

に
向
け
て
６
つ
の
方
針
を
設
定
し
た

総
合
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
令
和

元
年
９
月
か
ら
策
定
に
ご
尽
力
さ
れ

た
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
計
画

達
成
の
た
め
の
６
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
に
連
携
す
る
課
を
設
定
し
て
推
進

を
図
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

変
動
の
激
し
い
時
代
で
も
あ
り
、

流
れ
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
ス
ピ
ー

ド
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
活
用
、

柔
軟
な
考
え
で
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
３
・
５
・
２
年
に
し
っ
か
り

検
証
し
10
年
後
の
目
指
す
姿
の
実
現

を
期
待
す
る
。

斉
藤　

謙
議員

　
民
営
の
幼
保
連
携
こ
ど
も
園
新
設

の
た
め
に
、
町
立
保
育
園
を
廃
止
し

民
営
化
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
流
れ

と
理
解
す
る
も
の
の
再
検
討
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昨
日

町
内
住
ま
い
の
女
性
数
名
か
ら
自
宅

に
電
話
を
頂
き
、
大
変
不
安
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　
特
に
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
町
民

へ
の
説
明
不
足
で
あ
り
、
今
後
、
充

分
時
間
を
と
っ
て
住
民
の
理
解
を
得

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
因
っ
て
、
新

総
合
計
画
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

岡
本
貴
士
議員

　
２
つ
の
理
由
か
ら
賛
成
す
る
。

　
１
点
目
に
、
一
日
も
早
い
総
合
計

画
の
策
定
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　
現
在
、
本
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
新
総
合
計
画
の
策
定
が
延
期
さ

れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
２
点
目
に
、
中
長
期
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
が
計
画
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

近
年
は
環
境
の
変
化
が
激
し
い
。

必
要
な
と
き
は
、
本
総
合
計
画
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
福
祉
の

た
め
、
大
胆
に
計
画
を
変
更
す
る
勇

気
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

半
澤　

高
議員

　
「
乳
幼
児
保
育
と
教
育
の
充
実
」に

お
け
る
方
策
の
方
向
性
の
中
に
あ
る

民
設
民
営
の
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す

る
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
反
対
す
る
。

　
な
お
、
新
計
画
を
ま
と
め
上
げ
た

総
合
政
策
課
を
は
じ
め
と
す
る
町
職

員
、
審
議
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。原　

賢
志
議員

　
本
計
画
は
、
10
年
後
の
町
が
目
指

す
姿
・
町
づ
く
り
の
基
本
目
標
・
そ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
及
び
基
本
的

取
組
事
業
等
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
分
野
別
基
本
計
画
と
し
て
掲
げ
、

前
期
・
中
期
・
後
期
毎
に
見
直
し
を

行
う
と
し
て
い
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の「
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

元
気
な
ま
ち　

こ
お
り
」が
実
現
で

き
る
計
画
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　
計
画
実
施
に
お
い
て
は
、
全
庁
一

体
と
な
っ
て
施
策
の
推
進
体
制
を
確

立
し
、
毎
年
度
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
検

証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
施
策
の
見

直
し
や
目
標
値
の
更
な
る
上
積
み
等

が
行
わ
れ
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
桑
折

町
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

川
名
静
子
議員

　
蚕
糸
跡
地
に「
認
定
こ
ど
も
園
」設

置
の
案
が
総
合
計
画
の
中
に
入
っ
て

い
る
。
民
間
自
ら
進
出
す
る
な
ら
と

も
か
く
、
こ
の
案
を
町
が
選
ぶ
と
は
。

未
だ
民
設
の
明
確
な
教
育
方
針
が
な

い
。
何
よ
り
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
保

護
者
に
責
任
を
任
せ
、
比
較
す
る
材

料
す
ら
な
い
。
コ
ク
だ
。
ま
た
、
経

営
者
に
町
教
育
方
針
を
移
行
す
る
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
。
職
員
雇
用
に
も

前
向
き
な
回
答
を
頂
い
て
い
る
よ
う

だ
が
、
何
ら
確
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
町
長
と
の
口
約
束
で
し
か
な
い
。

職
員
の
雇
用
確
保
、
民
設
の
明
確
な

方
針
も
な
い
。
町
民
へ
の
説
明
不
足

も
あ
る
こ
と
か
ら
早
急
に
計
画
に
は

入
れ
ず
、
さ
ら
に
研
究
を
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

議　

長

　
起
立
・
不
起
立
同
数
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
１
６
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り「
可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
」と
定
め
が

あ
り
ま
す
。

　
議
長
が
本
案
に
対
し
裁
決
し
ま
す
。

本
案
は
、
本
町
の
10
年
間
を
想
定
し

方
向
性
を
示
し
た
計
画
で
あ
り
作
成

に
あ
た
っ
た
審
議
会
委
員
は
じ
め
関

係
各
位
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
今

後
、
各
事
業
の
具
現
化
に
お
い
て
は
、

時
代
背
景
等
も
鑑
み
、
見
直
し
等
の

検
討
も
し
な
が
ら
、
町
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
と
理
解
・
協
力
・
共
同
を

も
っ
て
実
行
さ
れ
る
よ
う
望
み
本
案

に
つ
い
て
議
長
は「
可
決
」と
裁
決
い

た
し
ま
す
。

賛
成
６　
反
対
５

将来像・10年後の理想の町の姿
「みんなが幸せを実感できる

元気なまち こおり」
基本構想における６つの方針

活
力
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

危
機
管
理
に
備
え
た 

　
　
　
　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
と
自
然
が
調
和
し
た 

　
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
長
寿
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

交
流
で
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

町民との共創と効率的な行財政運営

賛成６
対
反対4

反対

賛否がわかれた賛否がわかれた　　「新総合計画」「新総合計画」
（仮称）「献上桃の郷こおり　未来躍動プラン」 賛

成
賛
成

反
対
反
対55 55対対

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

議長 賛成

９
月
定
例
会
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９
月
定
例
会

議会だより ●4議会だより●5

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
各
種
特
別

会
計
及
び
水
道
事
業
関
係
の
決
算
審
議

で
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
全
課
へ
の
質

疑
を
行
い
、
そ
の
後
、
７
名
よ
り
町
長

に
対
し
総
括
質
疑
を
行
っ
た
。
一
般
会

計
・
各
種
特
別
会
計
決
算
を
承
認
し
た
。

（単位：億円）

0

10

20

30

40

50

60

H23H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２
0

10

20

30

40

50

60
（単位：億円）

貯金（基金）残高　　  借金（町債）残高

20億353万4千円

45億4191万5千円

19億8696万6千円

50億3594万8千円

決算「住み続けたいまち こおり」を目指し！
令和２年度

認定
賛成賛成６⁄６⁄ 反対４反対４

決
算
の
概
要款 本年度決算額 構成比 主な内容

総務費 36億7840万円 43.5% 新庁舎建設関係、指定管理料、
一部事務組合負担金、人件費

民生費 12億6822万円 15.0％ 社会・老人・児童・母子・
障がい者福祉関係、各種予防費

教育費 ９億2583万円 11.0％ 子育て支援、小・中学校ICT環境整備、
文化財保護、災害復旧

令和２年度　このように使われました。（多い順）

実質公債費比率※１ 将来負担比率※２

30年度 11.4％ 30年度 3.6％

令和元年度 10.4％ 令和元年度 14.4％

令和２年度 9.6％ 令和２年度 36.6％

早期健全化基準※125.0％ 早期健全化基準 350.0％

がんばるふるさと
桑折応援基金

積み増し額 9544万３千円

年度末保有額 １億856万２千円

財政調整基金
積み増し額 １億6000万円

年度末保有額 10億792万６千円

公共施設
維持管理基金

運用収益（利息） １万５千円

年度末保有額 7479万７千円

※1 実質公債費比率、早期健全化基準…数値が小さいほど固定経費、借金の支払いが小さく財政負担が少なくなります。
※2 将来負担比率…数値が小さいほど将来の負担が小さくなります。（借金の支払いなどが減っていく）

〈健全化判断比率〉 報告された健全化判断比率 主な特定目的基金

町の貯金と借金の推移

◯自 主 財 源…町が自主的に収入する財源
◯依 存 財 源…国や県から定められた額を収入する財源
◯投資的経費…施設など財産として将来に残るものに係る経費
◯義務的経費…支出が義務付けられ任意に節減できない経費

歳入
87億
6468万円

歳出
84億
4908万円

町税（町民税、固定資産税、たばこ税等）
13億3689万円　15.3％　

繰入金（財政調整基金など貯金を下ろして使う）
８億504万円　9.2％

繰越金　１億6447万円　1.9％

諸収入（小中学校の給食費、健診費用等）　
１億4386万円　1.7％

分担金及び負担金　6337万円　0.7％
使用料及び手数料　4679万円　0.5％

財産収入、寄附金　１億2946万円　1.5％

人件費　
（議員、正職員、各種委員の給与）
13億452万円　15.4％

扶助費
５億2271万円　6.2％

公債費
（借入金の元利償還金）
４億5129万円　
5.3％

投資及び出資金・貸付金　3768万円　0.5％

普通建設事業費　
19億4023万円　23.0％災害復旧事業費　３億3361万円　4.0％

物件費　11億4396万円　13.5％

県支出金
７億708万円
8.1％

国庫支出金
19億6672万円
22.4％

町債
（金融機関からの借入金）
10億580万円　11.5％

地方消費税交付金
２億7395万円　3.1％

地方譲与税　7011万円　0.8％ その他　3207万円　0.3％

繰出金　７億393万円　8.3％

補助費等　18億3924万円　21.8％

積立金　１億3826万円　1.6％

維持補修費　3365万円　0.4％

地方交付税　
（町の収入で賄いきれない分に対する国からの補填等）
20億1907万円　23.0％

　自主財源 26億8988万円 30.8％　
　

　
　　　依存財源 60億74

80
万

円
 6

9.
2％

 義務的経費 22億7852万円 26.9％　投資的経費 22億7384万円 27.0％  　その他の経
費

 3
8億

96
72

万円 46.1％

町税一人あたり年次別比較

歳出 84億4908万円

歳入 87億6468万円

※金額は切り捨てで万円まで。
※％は総額に占める構成比。

町
の
借
金（
町
債
）残
高

町
の
貯
金（
基
金
）残
高

　　　町税一人あたり総額　令和２年度　116,830円　（2,018円増）
　　　　　　　　　　　　　　　（令和元年度　114,812円）

９
月
定
例
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（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

岡 

本 

貴 
士 
議
員

復
興・創
生
は
成
し
得
た
の
か

問　
令
和
２
年
度
の
方
針
に
は「
令

和
２
年
度
は
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
災
害
か
ら
10
年
目
と
な
る『
復

興
・
創
生
の
総
仕
上
げ
の
年
』で
あ

る
」と
述
べ
て
い
た
。
令
和
２
年
度

の
町
政
運
営
の
評
価
を
伺
う
。

答　
復
興
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
区

切
り
は
成
し
得
た
も
の
と
思
う
。
復

興
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
心

一
つ
に
し
て
取
り
組
め
た
。
自
然
災

害
前
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

町
を
目
指
す
思
い
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る
イ

コ
ー
ゼ
！
開
設
を
は
じ
め
、
相
馬
福

島
道
路
の
開
通
や
新
庁
舎
も
開
庁
し

た
。
す
べ
て
の
除
染
土
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
は
中
間
貯
蔵
施
設
へ
搬
入
済

で
あ
る
。　

半 

澤 　

 

高 

議
員

種
徳
美
術
館
の
耐
震
化
は

問　
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
種
徳
美
術

館
に
つ
い
て
応
急
復
旧
が
な
さ
れ
た

が
、
同
じ
よ
う
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
同
様
の
被
害
を
受
け
る
。
種

徳
美
術
館
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答　
所
管
別
質
疑
の
中
で
担
当
課
長

が
答
え
た
よ
う
に
種
徳
美
術
館
は
耐

震
化
さ
れ
て
い
な
い
。
来
年
度
に
お

い
て「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」の
な
か

で
検
討
し
た
い
。

川 

名 

静 

子 

議
員

区
域
を
限
定
し
た
景
観
づ
く

り
は

問　
５
年
間
の
西
山
城
跡
の
整
備
が

終
わ
り
、
旧
伊
達
郡
役
所
を
核
と
し

た
街
道
が
持
つ
文
化
財
と
回
遊
さ
せ
、

生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郡
役

所
を
拠
点
に
街
道
の
趣
き
に
合
う
景

観
づ
く
り
も
必
要
と
考
え
る
。
全
体

が
難
し
い
な
ら
区
域
を
限
定
す
る
方

法
も
あ
る
。
町
方
針
と
し
て
保
存
対

象
の
所
有
者
に
は
協
力
し
て
頂
き
、

早
め
に
保
存
す
る
事
は
で
き
な
い
か
。

答　
西
山
城
跡
整
備
は
５
年
を
も
っ

て
け
じ
め
を
つ
け
る
。
山
城
サ
ミ
ッ

ト
は
全
て
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、
来
年

度
総
仕
上
げ
を
し
た
い
。
旧
郡
役
所

の
復
旧
工
事
は
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ま
で
２
年
位
か
か
る
。
そ
の
間
に

「
ま
ち
交
」を
使
い
全
体
計
画
を
進
め

て
い
く
。
歴
史
保
存
地
区
は
計
画
的

に
取
り
組
む
。

佐 

藤 

榮 

三 

議
員

入
札
制
度
の
主
観
点
付
与
は

問　
入
札
制
度
の
主
観
点
付
与
に
つ

い
て
は
近
年
の
異
常
気
象
、
地
震
に

よ
る
風
水
害
、
土
砂
災
害
等
の
復
旧

工
事
に
対
す
る
支
援
は
地
元
事
業
者

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
な
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
に
対
し
て
協

力
を
得
る
た
め
に
も
入
札
制
度
の
主

観
点
付
与
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
町

長
の
所
見
は
。

答　
入
札
制
度
に
お
い
て
は
公
正
公

平
性
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

考
え
か
ら
今
ま
で
は
主
観
点
は
付
与

し
て
こ
な
か
っ
た
。
自
然
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
管
工
事
組
合

と
は
組
合
と
の
間
に
災
害
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
多
大
な
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
は
建
設
業
組
合
と

も
同
様
の
協
定
締
結
に
向
け
て
進
め

て
い
く
。
そ
の
他
地
元
企
業
に
も
多

大
な
る
社
会
貢
献
活
動
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
主
観
点
付
与
に
つ
い
て
は

担
当
課
で
検
討
す
る
。

鈴 

木 

隆 

志 

議
員

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
対
策
は

問　
地
方
公
共
団
体
情
報
流
失
及
び

シ
ス
テ
ム
障
害
な
ど
町
民
生
活
に
重

大
な
影
響
を
生
じ
な
い
よ
う
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
靭
化
を
図
る
と
共
に
安

定
運
用
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
。

答　
県
と
連
携
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

靭
化
対
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
於
い
て
も

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
重
要
項

目
に
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
で
も
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
町
と
し
て
も

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し

を
図
る
な
ど
、
行
政
と
し
て
預
か
っ

て
い
る
情
報
管
理
に
つ
い
て
万
全
の

体
制
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
後
も
、
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

空
地
等
対
策
で
の
空
地
利
用

促
進
は
。

問　
桑
折
町
空
家
等
除
却
補
助
金
事

業
制
度
を
活
用
し
て
空
き
家
を
解
体

す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
は
解
決
し

て
も
、
新
た
に
空
地
が
放
置
さ
れ
る

等
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
町
の
対
応
は
。

答　
空
地
に
つ
い
て
、
空
家
対
策
等

計
画
の
空
き
家
等
の
市
場
流
通
活
用

促
進
対
策
に
位
置
づ
け
、
空
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
積
極
的
に
市
場
流
通
に

て
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
例
年
実
態
調
査
を
実
施
し
て
、
市

場
流
通
で
活
用
で
き
る
物
件
に
つ
い

て
利
活
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、

不
動
産
に
対
す
る
思
い
が
あ
り
中
々

空
家
バ
ン
ク
登
録
ま
で
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
今
後
も
、
対
応
検

討
し
て
い
く
。

斉 

藤 　

 

謙 

議
員

代
位
弁
済
分
の
繰
上
償
還
を

問　
財
政
調
整
基
金
を
取
崩
し
、
堰

向
工
業
団
地
借
入
金
残
高(

土
地
開

発
公
社
借
入
分)

を
繰
上
げ
償
還
し
、

債
務
比
率
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に

町
民
ニ
ー
ズ
の
事
業
へ
返
済
分
を
充

当
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
繰
越
金
は
前
年
度
不
用
額

で
あ
り
、
次
年
度
に
は
繰
越
金
活
用

計
画
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
。
尚
、
物
件
費
、
繰
出
金
、

補
助
費
等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
見

直
し
を
検
討
し
節
減
が
望
ま
れ
る
。

答　
繰
上
げ
償
還
に
関
し
て
は
関
係

当
局
と
協
議
の
上
検
討
す
る
。
そ
の

他
の
経
費
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

リ
ー
サ
ス
活
用
で
情
報
把
握

問　
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、

経
済
産
業
省
は
各
自
治
体
の「
地
域

経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」い
わ
ゆ
る

リ
ー
サ
ス「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
地
域
経
済
の
見
え
る
化
」を
目

的
に
開
発
し
た
。
今
後
、
環
境
省
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
取
り
組
み
を

促
進
す
る
た
め
、参
入
す
る
予
定「
地

方
版
総
合
戦
略
」の
促
進
を
狙
い
と

し
て
い
る
が
、
一
部
の
担
当
課
の
み

な
ら
ず
、
全
課
が
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
自
前
の
勉
強
会
を
実
施
し
知
識

習
得
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
全
職
員
が
活
用
で
き
る
知
識
習

得
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

齋 

藤 

松 

夫 

議
員

蚕
糸
跡
地
想
定
応
募
事
業
者

の
有
無
は

　
問　
町
長
は
情
報
収
集
の
ア
ン
テ
ナ

は
高
く
人
脈
も
多
い
と
思
う
。
蚕
糸

跡
地
利
活
用
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
発

表
の
段
階
で
、
応
募
す
る
事
業
者
は

事
前
に
想
定
で
き
て
い
た
か
伺
う
。  

ま
た
、
事
業
者
か
ら「
認
定
こ
ど
も

園
」の
企
画
提
案
書
提
出
以
前
に
は
、

認
定
こ
ど
も
園
誘
致
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
か
。
そ
れ
と
も
考
え
て
い
た

か
伺
う
。

答　
伊
達
市
に
イ
オ
ン
が
出
店
す
る

と
い
う
情
勢
で
あ
り
、
事
前
に
応
募

事
業
者
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

一
般
住
宅
の
耐
震
改
修
促
進
策
を

問　
２
月
13
日
の
大
地
震
を
受
け
、

「
耐
震
改
修
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
つ
く
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の

中
身
を
見
る
と
、
耐
震
診
断
が
４
戸
、

耐
震
改
修
が
１
戸
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
地
震
頻
発
の
今
の
時
代
に
対
処
で

き
な
い
の
で
な
い
か
。 

地
震
に
強

い
役
場
庁
舎
を
作
っ
た
の
だ
か
ら
、

今
度
は
町
民
の
住
宅
が
地
震
の
被
害

に
遭
わ
な
い
対
策
を
講
じ
る
の
が
町

長
の
仕
事
で
な
い
か
。

答　
耐
震
改
修
の
た
め
に
は
自
己
資

金
を
工
面
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
点
に
困
難
が
あ
る
こ
と
も
こ
の

事
業
が
進
ま
な
い
一
つ
の
理
由
と
考

え
る
。
今
後
促
進
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

討
　
論

齋
藤
松
夫
議員

　
一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
し
、
４

つ
の
理
由
で
反
対
す
る
。

　
①
当
該
年
度
に
お
い
て
は
、
豪
華

庁
舎
建
設
に
加
え
議
会
議
決
前
に
同

工
事
変
更
契
約
を
締
結
し
工
事
を
進

め
た
。
②
蚕
糸
跡
地
利
活
用
の
た
め

商
業
施
設
等
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募

を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
町
民
８

０
０
０
人
が
支
持
し
た「
蚕
糸
跡
地

利
活
用
計
画
」に
反
し
て
い
る
。
③

同
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
は
、
町
営
に

よ
る
幼
稚
園
・
保
育
所
運
営
方
針
を

突
然
覆
し
、
民
設
民
営
化
へ
の
移
行

方
針
を
打
ち
出
す
端
緒
と
な
っ
た
。

こ
れ
は「
町
総
合
計
画
案
突
如
書
き

換
え
」で
行
政
を
歪
め
た
。
④
コ
ロ

ナ
対
策
業
者
支
援
第
二
弾
給
付
金
が
、

他
市
町
よ
り
大
幅
に
遅
れ
た
。

岡
本
貴
士
議員

　
３
つ
の
点
か
ら
賛
成
の
立
場
を
取

る
。
１
点
目
に
、
令
和
2
年
度
は
、

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
災
害
か

ら
の
復
興
・
創
生
、
総
仕
上
げ
に
全

力
を
傾
け
て
い
た
。
２
点
目
に
、
令

和
2
年
度
の
決
算
状
況
は
お
お
む
ね

良
好
な
状
況
で
あ
り
、
財
政
指
標
、

財
務
書
類
、
健
全
化
判
断
比
率
も
評

価
で
き
る
。
３
点
目
に
、
令
和
2
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
難
し
い
環

境
の
中
、
臨
機
応
変
に
行
財
政
運
営

が
行
わ
れ
た
。

　
今
後
の
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
引

き
続
き
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
予
算

の
執
行
を
徹
底
し
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て
賛
成
討

論
と
す
る
。原　

賢
志
議員

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
事
業
が

縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
関
連
事
業
等
を

含
め
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
一
定

の
成
果
を
上
げ
た
と
評
価
す
る
。
コ

ロ
ナ
対
応
は
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
町
民
及
び
事
業
者
の
ご
理

解
・
ご
協
力
も
あ
り
、
近
隣
市
町
の

感
染
状
況
が
厳
し
い
な
か
少
数
で
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
保
育
所

運
営
も
職
員
数
が
少
な
い
中
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
み
成

果
を
上
げ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま

た
、
町
税
収
納
率
も
早
期
の
適
切
な

対
応
に
よ
り
上
昇
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
評
価
す
る
。

令
和
二
年
度

　
一
般
会
計
決
算

総
括
質
疑

反対

賛成賛成

９
月
定
例
会

もめにもめた福島蚕糸跡地の利活用
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条
例
改
正

・
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
及
び
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

条
ず
れ
対
応
の
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
と

手
数
料
が
半
額
に

・
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
本
条
例
中
の
関
連
す
る
項
目
の
削

除
や
、
証
明
書
等
を
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
手
数
料
の
免
除
、

軽
減
に
つ
い
て
の
改
正

・
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　
令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す
る
総

合
計
画
の
着
実
な
推
進
と
多
様
化
す

る
町
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行
政
需
要

に
対
応
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
の

改
正

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」➡

「
地
域
整
備
課
」➡「
建
設
水
道
課
」

「
上
下
水
道
課
」
➡

「
こ
ど
も
教
育
課
」➡
「
教
育
文
化
課
」

「
生
涯
学
習
課
」
➡

　

健
康
福
祉
課
、
産
業
振
興
課
に

あ
っ
た
課
内
室
は
な
く
な
る
。

川
名
静
子
議員

　
今
回
の
改
正
は
こ
れ
ま
で
問
題
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
早
め
に

検
証
し
対
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
っ
た
。

事
務
内
容
も
大
き
く
変
わ
り
町
民
に

と
っ
て
さ
ら
に
複
雑
化
し
た
。
改
正

す
る
こ
と
で
更
な
る
効
果
が
上
が
る

と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
以
上
に
職
員

の
意
欲
も
や
る
気
も
お
き
な
い
改
正

で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
課
の
職
員
の

痛
み
を“
時
代
の
流
れ
”と
一
言
で
片

づ
け
る
の
で
は
な
く
、
我
が
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
ト
ッ
プ
で
あ
っ
て
欲

し
い
。

齋
藤
松
夫
議員

　
合
併
で
は
な
く
自
立
の
道
を
選
択

し
た
町
の
行
政
機
構
は
、
簡
素
で
効

率
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
改

正
案
に
対
し
て
は
賛
成
の
態
度
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
一
番
重
要
な
こ
と
は
、「
自

立
」と
と
も
に
自
ら
を
律
す
る「
自
律

の
精
神
」に
裏
付
け
ら
れ
た
事
務
執

行
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

そ
う
し
た
方
向
に
向
か
っ
て
進
む
こ

と
を
願
い
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

原　

賢
志
議員

　
新
総
合
計
画
推
進
に
向
け
た
組
織

改
編
と
認
識
し
て
い
る
。
計
画
実
現

に
向
け
、
全
庁
一
体
と
な
っ
た
施
策

の
推
進
体
制
に
よ
る
各
課
横
断
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
再
編
で
あ

る
と
考
え
る
。

�

賛
成
８
名　
反
対
２
名

修
正
動
議
提
出

議
案
第
38
号
令
和
３
年
度
桑
折
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
対
す

る
修
正
案
に
つ
い
て

提
出
者　
半
澤　
高

【
内
容
】

　
歳
入
に
お
い
て
旧
役
場
庁
舎
跡
地

に
関
す
る
売
払
収
入
３
０
０
万
円
を

減
額
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
お
い

て
公
共
施
設
維
持
管
理
基
金
積
立
を

３
０
０
万
円
減
額
す
る
も
の
。

【
提
案
理
由
】

　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
に
関
し
て
、
そ

の
利
活
用
等
に
つ
い
て
説
明
不
十
分

で
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

討
　
論

原　

賢
志
議員

　
修
正
動
議
を
提
出
す
る
理
由
を
説

明
不
足
と
し
て
い
る
が
、
元
と
な
る

資
料
を
承
知
し
た
う
え
で
の
提
出
で

は
な
い
。
よ
っ
て
今
回
の
提
案
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
項
に

基
づ
き
厳
正
に
審
査
員
会
で
審
査
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
修
正
す

る
必
要
が
な
い
も
の
と
考
え
反
対
と

す
る
。

齋
藤
松
夫
議員

　
こ
の
修
正
案
提
出
は
理
に
か
な
っ

た
も
の
と
考
え
る
。
重
要
な
こ
と
は

こ
の
修
正
案
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募

に
お
け
る
業
者
選
定
の
是
非
を
問
う

も
の
で
な
く
、
当
局
が
十
分
な
説
明

を
し
た
う
え
で
、
補
正
予
算
を
再
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
趣
旨
の
も
の

だ
。
私
は
情
報
開
示
請
求
で
得
た
文

書
に
よ
り
、
２
業
者
の
企
画
提
案
内

容
を
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
見

れ
ば
見
る
ほ
ど
、
そ
の
こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
修
正

案
に
賛
成
の
態
度
を
と
る
も
の
で
あ

る
。

討
　
論

反対賛成

反対

提出議案
　決算認定６件、条例改正３件、新総合計
画、水道事業未処分利益剰余金の処分、補
正予算５件、報告２件、同意１件、請願１件、
陳情１件、選挙１件、発委１件、発議１件
の24件を原案通り承認・可決・同意した。

会期：９月７日～22日

９ 月
定 例 会

賛成

令 和 ２ 年 度 特 別 会 計 決 算
歳入 歳出 差引残金

国
民
健
康
保
険

決算額 13億4,907万7千円 12億9,815万1千円 5,092万6千円

概要
　予算額に対し1.4%減、前年
度の歳入に対し2.7%減になっ
た。

　予算に対する執行率は94.8%
となった。

　全額を翌年度へ繰越した。

後
期
高
齢
者
医
療

決算額 1億7,159万1千円 1億7,157万3千円 1万7千円

概要

　予算額に対し、648,878円
の減となった。予算額に対す
る収入割合は、99.6%であっ
た。

　予算に対する執行率は99.6%
となった。

　全額を翌年度へ繰越した。

介
護
保
険

決算額 16億3,903万3千円 15億9,352万9千円 4,550万4千円

概要
　予算額に対し6,083,035円
の減となった。

　予算に対する執行率は96.9%
となった。

　全額を翌年度へ繰り越した。

公
共
下
水
道

事
業

決算額 3億3,772万8千円 3億2,782万7千円 990万1千円

概要
　予算額に対する収入割合は
102.6%であった。

　予算に対する執行率は99.6%
となった。

　全額を翌年度へ繰り越した。

決算概要 収益的収支 資本的収支 令和１年度
処分の内訳

水
道
事
業

　有収率は88.5％で、漏水調査を行
い排水管等の漏水を修繕したことに
より前年度より0.2％増加した。

収　入　3億6,075万6千円
支　出　3億1,455万7千円
純利益　　 4,619万8千円
　　　　　　　　(消費税）

　資本的収支では
7,475万8千円の不
足が生じた。

　建設改良積立金に
7,886万4千円を積み
立て、残金を令和２
年度へ繰越した。

令和2年度
決算審査

認定

監
査
委
員
の
意
見
書（
要
旨
）

行
財
政
運
営
を
評
価

予
算
の
執
行
・
関
連
事
務
処
理
は
適
正

一
般
会
計

桑
折
町
監
査
委
員

紺
野  

範
明

佐
藤  

武
朗 

　
一
般
財
源
は
、
今
後
の

大
き
な
伸
び
を
期
待
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
一
方
、

歳
出
面
で
は
、
総
合
計
画

に
列
挙
さ
れ
た
地
方
再
生

に
向
け
た
取
組
み
、
加
速

す
る
少
子
高
齢
化
や
公
共

施
設
の
維
持
管
理・更
新
、

さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
不
順
へ

の
対
応
等
々
、
多
種
多
様

な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。

　
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
適
正
か
つ
効
率
的

な
予
算
の
執
行
に
徹
し
、

更
な
る
町
政
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計

財
政
健
全
化
審
査

〇
実
質
赤
字
比
率

〇
連
結
実
質
赤
字
比
率

〇
実
質
公
費
比
率

〇
将
来
負
担
比
率

　
右
記
の
い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
か
ら
見

た
健
全
性
は
保
た
れ
て

い
る
。

　
収
益
的
収
支
で
純
利

益
と
な
っ
た
。
有
収
水

量
は
増
加
し
て
い
る

が
、
給
水
人
口
は
減
少

し
て
い
る
。
今
後
も
長

期
的
な
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
継
続
し
て

事
業
運
営
の
合
理
化
、

効
率
化
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

賛成

９
月
定
例
会



議会だより ●議会だより●11 10

佐
藤
武
朗
議員

　
こ
の
歳
入
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
決
定
し
た「
旧
役
場
庁
舎
跡

地
」の
売
買
代
金
で
あ
る
。
今
年
４

月
よ
り
募
集
に
向
け
進
め
て
き
て
お

り
、
議
会
に
も
４
月
に「
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
」を
説
明
し

て
お
り
、
合
法
的
に
進
め
て
き
た
事

案
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に

振
り
出
し
に
戻
る
こ
と
は
、
選
定
業

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
く

こ
と
は
、
本
町
の
信
用
失
墜
に
つ
な

が
り
人
口
減
少
対
策
、
イ
ン
タ
ー
周

辺
へ
の
企
業
誘
致
、
若
者
定
住
促
進
、

新
規
農
業
者
の
確
保
等
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
問

題
に
発
展
し
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
名
静
子
議員

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
、

凍
霜
害
等
町
民
に
と
っ
て
重
要
な
補

正
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

「
町
有
地
売
払
収
入
３
０
０
万
円
」に

つ
い
て
は
議
会
が
可
否
を
判
断
す
る

だ
け
の
資
料
不
足
、
説
明
も
不
足
だ
。

不
十
分
な
ま
ま
で
原
案
に
賛
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
問
題
に
な
っ
た

こ
と
で
多
く
の
資
料
を
取
り
知
り
得

た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
補
正
に
な
ぜ

３
０
０
万
が
、
最
優
秀
と
次
点
は
何

が
違
う
の
か
も
説
明
が
な
い
ま
ま
で

議
員
は
町
民
に
何
が
説
明
で
き
る
の

か
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
修
正
動

議
は
正
当
で
あ
る
判
断
か
ら
賛
成
を

す
る
。

議　

長

　
起
立
・
不
起
立
同
数
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法　
第
１
１
６
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り「
可
否
同
数
の
と
き

は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
」と
定
め

が
あ
り
ま
す
。

　
議
長
が
本
案
に
対
し
裁
決
致
し
ま

す
。
本
案
は
旧
役
場
庁
舎
敷
地
の
売

却
へ
向
け
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
民
間
事
業
者
の
公
募
を
行
い
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
従
い
事
業
者
選

定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
最
優

秀
者
が
決
定
さ
れ
、
予
定
と
さ
れ
る

町
へ
の
歳
入
額
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
議
長
は
本
案
に
対
し「
否

決
」と
裁
決
い
た
し
ま
す
。

�

賛
成
５
名　
反
対
６
名

補
正
予
算

第
２
弾　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

◆
一
般
会
計（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
２
億
７
６
９
７
万
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
62
億
４
９
６
３

万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

・
普
通
交
付
税

�

６
５
６
５
万
５
千
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

３
３
６
８
万
８
千
円

・
国
宝
重
要
文
化
財
等
災
害
復
旧
費

　
国
庫
補
助
金

�

５
２
９
１
万
３
千
円

・
原
発
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
金

�

５
３
９
９
万
円

・
町
有
地
売
払
収
入

�

３
０
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

・
基
金
管
理
費

�
５
６
９
９
万
１
千
円

・
商
工
振
興
対
策
費

�
３
２
９
２
万
円

・
文
化
財
保
護
管
理
費

�

５
２
１
９
万
１
千
円

・
文
化
財
災
害
復
旧
費

�

７
５
５
９
万
１
千
円

・
職
員
人
件
費

�

▲
７
１
６
万
９
千
円

討
　
論

川
名
静
子
議員

　
修
正
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら

一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
反
対
の
態

度
を
取
る
。
今
補
正
の
中
に
は
一
点

を
除
き
町
民
へ
は
一
早
く
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
は
十
二
分
に
承
知

し
て
い
る
。
自
ら
資
料
を
取
り
寄
せ

議
論
を
し
な
い
と
あ
か
ら
さ
ま
に
な

ら
な
い
。
町
は
議
会
と
両
輪
で
進
め

て
い
く
か
ら
に
は
、
議
会
に
し
っ
か

り
と
し
た
説
明
を
す
る
べ
き
だ
。

　
今
後
に
お
い
て
も
事
業
の
進
め
方

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
が
、
議
会

も
議
員
も
議
論
が
で
き
る
、
協
議
が

で
き
る
資
料
を
求
め
る
も
の
で
す
。

岡
本
貴
士
議員

　
２
つ
の
理
由
か
ら
賛
成
す
る
。

　
１
点
目
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む

町
民
・
町
内
事
業
者
へ
の
大
き
な
支

援
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
苦
し
む
町
民
の
悲
痛
な
声
に
対

し
、
迅
速
か
つ
公
平
な
支
援
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　
２
点
目
に
、「
旧
役
場
庁
舎
敷
地
」

の
売
却
が
適
切
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ

る
。
空
き
家
で
あ
る
旧
庁
舎
は
、
令

和
３
年
福
島
県
沖
地
震
の
際
に
瓦
等

が
落
下
し
た
。
通
学
路
に
も
近
く
、

町
の
安
全
、防
災
、景
観
上
、迅
速
な

売
却
・
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む

町
民
に
寄
り
添
い
、積
極
的
な
町
づ
く

り
を
強
く
求
め
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

齋
藤
松
夫
議員

　

補
正
予
算
案
に
計
上
の「
町
有
地

売
り
払
い
収
入
３
０
０
万
円
」は
、

旧
役
場
庁
舎
売
却
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
公
募
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
応
募
業
者
に

対
す
る
審
査
及
び
選
定
過
程
を
質
し

た
結
果
、
こ
の
業
者
選
定
は
公
正
・

公
平
を
欠
い
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
っ
て
本
案
に
反
対
の

態
度
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

議　

長

　
起
立
・
不
起
立
同
数
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
１
６
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り「
可
否
同
数
の
と
き
は

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
」と
定
め
が

あ
り
ま
す
。

　
議
長
が
本
案
に
対
し
裁
決
致
し
ま

す
。
本
案
は
一
般
会
計
の
補
正
と
い

う
点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
関
係
費
を

含
め
急
を
要
す
る
も
の
な
ど
、
町
民

生
活
に
直
結
し
て
い
る
補
正
予
算
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
長
は
本
案
に
対

し「
可
決
」と
裁
決
い
た
し
ま
す
。

賛
成
６　
反
対
５

賛成

反対賛成

反対

反対

９
月
定
例
会

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業

勘
定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
５
４
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
13
億
３
８
５
０
万
８
千

円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
入
金　

�

１
５
４
万
２
千
円

《
歳
出
》

・
一
般
管
理
費　
１
５
４
万
２
千
円

◆
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業

勘
定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
３
４
５
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
17
億
３
７
２
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
越
金　

�

３
４
５
４
万
３
千
円

《
歳
出
》

・
償
還
金　

�

２
５
０
３
万
円

・
一
般
会
計
繰
出
金

�

９
５
１
万
３
千
円

◆
公
共
下
水
道
特
別
会
計（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
26
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
３
億
１
２
４
４
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
越
金�

　
26
万
７
千
円

《
歳
出
》

・
一
般
管
理
費�

　
10
万
６
千
円

・
事
業
費�

　
16
万
１
千
円

補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
７
４
９
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
62
億
５
７
１
２
万
２
千
円
と
す
る

も
の
。

《
歳
入
》

・
災
害
救
助
費
等
負
担
金

（
現
年
度
分
）�

７
４
９
万
円

《
歳
出
》

・
災
害
救
助
費　

�

７
４
９
万
円

※
同
一
会
期
中
に
内
容
が
異
な
る
二

つ
の
補
正
予
算
は
、
一
事
不
再
議
の

原
則
に
抵
触
は
し
な
い
か
。
今
後
の

事
務
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
長
か
ら

町
へ
申
し
入
れ
を
し
た
。

同
意

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

半
田
地
区

　
氏
名　
鈴
木
キ
ヨ
子（
再
任
）

　
住
所　
南
半
田
字
六
角
14
番
地

　
任
期　
令
和
７
年
９
月
30
日

報
告

一
般
会
計
継
続
費
精
算
報
告

　
継
続
費（
新
庁
舎
整
備
事
業
）に
係

る
継
続
年
度
が
令
和
２
年
度
で
終
了

し
た
た
め
報
告
す
る
も
の
。

反対

議 案 審 議 結 果 表
○賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 岡本貴士 鈴木隆志 岩﨑久男 齋藤松夫 佐藤武朗 斉藤　謙 羽根田八千代 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議　長 可否

修正動議 議案第３８号 令和３年度桑折
町一般会計補正予算（第３号）に対する
修正案

● ● ○ ○ ● ○ ― ● ○ ○ ● ● 否決

議案第３８号 令和３年度桑折町一般会
計補正予算（第３号） ○ ○ ● ● ○ ● ― ○ ● ● ○ ○ 可決

議案第４２号 桑折町総合計画「献上桃の
郷こおり未来躍動プラン」 ○ ○ ● ● ○ ● ― ○ ● ● ○ ○ 可決

議案第４３号 桑折町課設置条例等の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ● ○ ― 可決

認定第１号 令和２年度桑折町一般会
計歳入歳出決算認定について ○ ○ ● ● ○ ● ― ○ ● ○ ○ ― 認定

○：賛成　　●：反対　　 ：討論者

○全会一致で可決の議案
議　　案　　名 討論者 議　　案　　名 討論者

報告第４号 令和２年度桑折町一般会計継続費精算報告書について 認定第３号 令和２年度桑折町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

報告第５号
令和２年度桑折町一般会計等歳入歳出決算に伴う健全化
判断比率及び公営企業会計等に係る資金不足比率につい
て

認定第４号 令和２年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入
歳出決算認定について 川名静子

議案第３６号
桑折町行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例及び桑折町個人情報保護
条例の一部を改正する条例

認定第５号 令和２年度桑折町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
認定について

議案第３７号 桑折町手数料徴収条例の一部を改正する条例 認定第６号 令和２年度桑折町水道事業会計決算認定について

議案第３９号 令和３年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 議案第３５号 令和２年度桑折町水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について

議案第４０号 令和３年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） 選挙第１号 福島県伊達郡国見町・桑折町有北山組合議会議員選挙に
ついて

議案第４１号 令和３年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 議案第４４号 令和３年度桑折町一般会計補正予算（第４号）

同意第２号 桑折町教育委員会委員の任命について 発委第６号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書（案）

認定第２号 令和２年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 発議第４号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書（案）

� ※報告は採決なし

９
月
定
例
会

賛成



一
般
質
問

議会だより ●12

登壇議員 質　問　項　目
◎印の質問の概要を掲載しています。

斉 藤 　 謙 議員
（10ページ）

◎去る５月、文部科学省による２年ぶりの全国学力テスト等に関して
・防災まちづくりの課題などに関して
・まちづくりに関わる文化財等に関して
◎伊達崎橋架け替え工事等に関して
・インター周辺への企業誘致に関して
・SDGｓ宣言の町としての取り組み等に関して
・普通地方交付税決定額等に関して

川 名　静 子 議員
（11ページ）

・令和２年度の決算をどのように総括したか
◎教育行政全般に関して
・歴史風致維持向上計画に関して
◎空き家、空き地対策に関して
・「美しいまち　こおり」の推進に関して
・特別委員会からの要望に関して

鈴 木　隆 志 議員
（12ページ）

◎新型コロナワクチン接種率向上に向けた対応について
・若年層に対する新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
・全国山城サミット桑折大会開催に伴う新型コロナウイルス感染症対策について
◎通学路の安全総点検による安全対策について

齋 藤　松 夫 議員
（13ページ）

・新型コロナウイルス感染症の爆発的感染となった要因、及び対策について
・基本協定締結にまで至った蚕糸跡地への商業施設誘致について
◎�町幼稚園・保育所を廃止し、令和５年４月に福島市の社会福祉法人による「幼保

連携型認定こども園」へ移行する基本協定締結について
・旧役場庁舎跡地等売却事務について
◎一市２町を構成団体とする公立藤田病院のあり方について

岩 﨑　久 男 議員
（14ページ）

・原発の処理水の海洋放出について
◎都市計画法制度について
・東京電力㈱に対する損害賠償請求について
◎幼稚園保育園の民営化について
・数字で見る桑折町の姿（保育、教育）について

半 澤 　 高 議員
（15ページ）

◎新型コロナウイルス感染症対策等について
◎旧役場庁舎跡地の売却および今後の開発等について
・旧蚕糸跡地利活用について

一 般
質 問 町政を

問う
60分

◇議員が事前通告した内容に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。
◇内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇質問項目は、通告によるものです。
◇議会ホームページ（録画）で過去一年分までご覧いただけます。

F A X  0 2 4 - 5 8 2 - 2 4 5 4
議会だよりアンケート回答用紙

※ご記入いただきましたアンケートは、 今後の議会だより編集の研究 ・ 統計に利用する場合がございます。
個人情報となる氏名などは厳正に管理し、 一般公開することは一切ございません。

ご協力ありがとうございました。

問１） 「町議会だより」 （年 4 回発行） を読んでいますか？ （いずれかに□）

□必ず読んでいる 　□ときどき読んでいる　□ほとんど読んでいない

問２） 1． 「町議会だより」 の掲載内容で特によく読まれる項目は何ですか？

□一般質問　　□定例会の主な議案の概要　　□閉会中の議会活動

  □その他 （　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         2． 紙面構成や内容 （文章 ・ 見出し ・ 写真等） の印象はいかがですか？

□良い　　□普通である　　□あまり良くない

         3.  色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質はどうですか？

□現在のままでよい

□変えた方が良い （　色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質　）

問３） その他 ：「町議会だより」へのご意見 ・ ご感想があれば自由にお寄せください。

✓

氏 名（任意）

性 別

職 業  会社員 ・ パート アルバイト ・ 公務員 ・ 会社役員 ・ 自営業 ・ 学生 ・ その他

年  齢

お住まい地区 桑折 ・ 半田 ・ 伊達崎 ・ 睦合

１０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代

５０代 ・ ６０代 ・ ７０代 ・ ８０代以 上

・FAX 送信番号　024-582-2454
・お手数ですが議会事務局（町役場3階）までご持参願います。

  このアンケートは、「議会だより」秋号をご覧になって
の ご 感 想 をお寄せください。 より良い「議会だより」発
行へ役立てさせていただきます。

締め切り：11月1日（月）
提 出 先：・お近くの議員に渡す
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地元への説明責任を果たすこと
道路整備も含め説明はしていく斉 藤 　 謙 議員

学
校
別
公
表
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

数
値
等
の
公
表
は
控
え
る
、
保
護
者
等
へ

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」等
に
関
し
て

問　
当
町
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
学
校
保
健
統
計
調
査
に
お

け
る
町
内
の
実
態
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
小
学
校
６
年
と
中
学

校
３
年
を
対
象
と
し
た
結
果
は
、
国

語
及
び
算
数
・
数
学
の
計
14
科
目
に

お
い
て
、
県
平
均
正
答
率
を
上
回
っ

た
も
の
が
９
科
目
、
下
回
っ
た
も
の

が
５
科
目
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
認
め
ら
れ
ず
、

全
体
と
し
て
は
県
平
均
を
超
え
る
と

い
う
目
標
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
国
・
県
の
傾

向
と
同
様
に
、
肥
満
の
増
加
、
視
力

の
低
下
が
み
ら
れ
、
ま
た
虫
歯
の
割

合
も
全
国
平
均
よ
り
高
か
っ
た
。

「
伊
達
崎
橋
架
け
替
え
工
事
」等
に
関

し
て

問　
伊
達
市
、
国
見
町
、
桑
折
町
の

首
長
に
よ
り
、
県
知
事
へ
の
伊
達
崎

橋
架
け
替
え
に
関
す
る
要
望
書
が
提

出
さ
れ
、
県
で
も
伊
達
崎
橋
の
果
た

す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
た
め
、
前
向
き
な
答
弁
と
な
っ

て
い
る
が
、
伊
達
郡
議
員
大
会
で
も
、

伊
達
橋
架
け
替
え
及
び
道
路
の
整
備

等
を
要
望
し
て
い
る
。
道
路
に
関
し

て
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
等
踏
ま
え
た

道
路
拡
張
等
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。

　
な
お
、
早
期
架
け
替
え
工
事
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
地
元
国
会
議
員

や
県
会
議
員
へ
の
支
援
要
請
を
す
る

べ
き
で
な
い
か
。

答　
町
長　
要
望
の
結
果
、
県
で
は

「
今
年
度
、
架
け
替
え
に
要
す
る
調

査
費
を
確
保
す
る
」と
の
前
向
き
な

回
答
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
老
朽
橋
の
架
け

替
え
が
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
今
後
と
も
早
期
完
成
に

向
け
、
国
会
議
員
や
県
会
議
員
へ
支

援
を
要
請
す
る
。

問　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」宣
言
の
町
と
し
て
の
取
り
組
み
の
具
現
化
を

　

答　
中
学
生
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
具
体
化
し
た
い

問　
イ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
は
可
能
な
の
か

　

答　
農
産
法
に
基
づ
く
協
議
条
件
が
整
い
次
第
、
手
続
き
に

問　
歴
史
と
文
化
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
案
内
板
の
設
置
を

　

答　
各
地
区
の
文
化
的
遺
跡
に
回
遊
性
を
持
た
せ
る

これも 質 問

町民の要望が漸くかなうか

ご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

　 　「議会だより 夏号」にて、ご意見やご感想を頂き、 その中から、 いつくかを
ご紹介します。 今後とも皆さんとの意見交換を大切にしていきます。

アンケートの集計結果のご紹介（一部）

回答数：29

回答数：15

0% 25% 50% 75% 100%

無回答あまり良くない普通良い

令和３年
春号

令和３年
夏号

（質問）　「町議会だより」の紙面構成や内容の印象はいかがでしょうか？

37.9% 48.3% 6.9% 6.9%

13.3%6.7%26.7%53.3%

　アンケート提出のために読んでいる
のではない。ムダだ。（70 代男性）
　お読みいただき、ありがとうござい
ます。近くの議員に口答でも結構です。

　議員の唯一の武器は言語（言葉と文章）
です。誤字・脱字・文法間違いを極力排
除し、手本になるように。（60 代男性）
　ありがとうございます。
　至極当然のことです。

　町政の動きを知ることができ、感謝
いたします。（60 代女性）
　ありがとうございます。励みになり
ます。今後とも精進いたします。

　「地方創生 SDGs 推進の町」を宣言
したので、議会だよりでも具体的な各
施策を知らせてほしい。（70 代女性）
　素晴らしい切り口のご意見です。あ
りがとうございます。

　一般質問と写真（キャプション）の
内容が不一致であり、脈絡がない。

（40 代男性）
　貴重なご意見をいただきありがとう
ございます。気を付けて編集していき
ます。

　毎回読みごたえのある内容で楽しく
拝見しておりますが、もう少し文字が
大きくなればと思います。（70代女性）
　ありがとうございます。読みやすさ
につながるよう工夫します。

　各議員共、よく勉強されていると思
います。（70 代男性）
　ありがとうございます。今後も更な
る研鑽に努めていきます。

　夏号は特に表紙から議員の活動が読
み取れた。特別委員会はスペースを大
きく取ってみては。（80 代女性）
　貴重なご意見ありがとうございま
す。特別委員会の紙面スペースの件は、
編集会議で検討します。

　議員さん、ご苦労様です。町の様子
が身近に感じられます。（70 代男性）
　今後も、町民に寄り添った「議会だ
より」を発行していきます。
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「教育の町」のプライドはないのか
まちづくり全体を俯瞰した方針だ 川 名 静 子 議員

　
本
町
の
幼
児
教
育
を
民
間
に
移
行

す
る
等
、ど
の
計
画
に
も
な
い
。「
教

育
の
町
」と
し
て
長
年
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
き
た
は
ず
が
数
か
月
で
幼

児
教
育
の
歴
史
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
一
体
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
決
定
に
。

問　
町
方
針
と
し
て
決
定
し
た
の
は
。

答　
町
長　
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」設
置
を
含
め
た
提
案
が
最

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
。

問　
こ
の
方
針
を
受
け
教
育
行
政
の

責
任
者
と
し
て
の
考
え
、
了
承
し
た

理
由
は
な
に
か
。

答　
教
育
長　
町
が
総
合
的
か
つ
適

切
に
判
断
し
た
も
の
と
受
け
止
め
、

認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
を
図
る
事

が
出
来
る
も
の
と
考
え
賛
同
し
た
。

問　
元
幼
稚
園
園
長
を
さ
れ
、
選
定

委
員
長
と
し
て
こ
の
提
案
を
選
ん
だ

こ
と
は
自
ら
行
っ
て
き
た
幼
児
教
育

を
否
定
し
切
り
離
す
こ
と
か
。

答　
選
定
委
員
長　
商
業
施
設
を
核

と
し
て
交
流
、
子
育
て
機
能
を
持
ち

全
体
を
俯
瞰
し
た
中
で
業
者
を
決
定

し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
一
つ
に
絞
っ

て
選
ん
だ
の
で
は
な
い
。

問　
教
育
委
員
の
意
見
は
。

空
き
家
、
空
き
地
の
状
況
把
握
は

所
有
者
に
取
り
組
み
策
を
紹
介
す
る

問　
管
理
の
行
き
届
か
な
い
空
き
家
、

空
き
地
所
有
者
と
ど
の
よ
う
な
連
絡

を
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
基
本
的
に
所
有
者
が
責

任
を
も
っ
て
管
理
す
る
も
の
だ
が
、

文
書
送
付
時
に
状
況
、
町
の
対
策
等

も
紹
介
す
る
。

閑古鳥が鳴くようになるのか　新しい幼稚園なのに

これも 質 問
問　
令
和
２
年
度
の
決
算
状
況
と
総
括
は

　

答　
繰
越
約
３
億
円
を
除
け
ば
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
執
行
だ

問　
町
の
宝
を
後
世
に
残
す
役
目
は
行
政
で
は
な
い
か

　

答　
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
保
存
に
向
け
努
め
て
い
く

問　
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
策
は

　

答　
商
工
会
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
参
考
に
応
援
事
業
実
施
へ

コロナワクチン接種率を上げるには
接種目的・効果等情報発信する鈴 木 隆 志 議員

　
本
町
の
８
月
15
日
現
在
の
接
種
率

は
、
１
回
目
66
・
6
％
、
２
回
目

49
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
に

お
い
て
も
接
種
を
希
望
す
る
全
て
の

町
民
に
早
急
及
び
円
滑
に
接
種
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
次
の
点
伺
う
。

問　
一
時
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

を
変
更
さ
せ
る
こ
と
で
混
乱
が
生
じ

な
い
か
。

答　
町
長　
各
種
健
診
の
関
係
で
一

時
的
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

問　
国
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
妊
婦
と

そ
の
配
偶
者
等
に
対
す
る
早
期
接
種

は
。

答　
町
長　
希
望
者
に
早
期
接
種
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問　
接
種
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
対
応

は
。

答　
町
長　
接
種
待
機
者
名
簿
で
速

や
か
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
移
動
に
著
し
い
制
約
が
あ
る
方

へ
の
接
種
は
。

答　
町
長　
希
望
者
に
訪
問
接
種
を

実
施
し
て
い
る
。

問　
未
接
種
者
に
対
す
る
接
種
の
同

意
確
認
は
。

答　
町
長　
接
種
の
意
思
判
断
が
で

き
る
よ
う
情
報
提
供
に
努
め
、
接
種

の
同
意
を
促
し
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
点
検
と
安
全
対
策
は

通
学
路
の
安
全
点
検
実
施
後
検
討
す
る

　
今
年
の
６
月
、
千
葉
県
で
下
校
中

の
児
童
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込

む
事
故
が
あ
り
、
全
国
一
斉
に
通
学

路
を
点
検
す
る
よ
う
に
国
か
ら
指
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
次
の
点
伺
う
。

問　
国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
通
学
路

の
安
全
点
検
結
果
と
そ
れ
に
伴
う
安

全
対
策
は
。

答　
教
育
長　
９
月
中
に
道
路
管
理

者
及
び
警
察
署
等
関
係
機
関
連
携
に

よ
る
合
同
点
検
実
施
し
、
危
険
箇
所

の
把
握
と
安
全
確
保
の
た
め
の
方
策

を
検
討
す
る
。

問　
学
校
で
の
通
学
路
の
安
全
点
検

の
実
施
及
び
、
学
校
か
ら
危
険
箇
所

の
報
告
は
随
時
受
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答　
教
育
長　
毎
年
学
校
で
実
施
し

て
い
る
安
全
点
検
結
果
及
び
、
随
時

報
告
を
受
け
て
い
る
危
険
箇
所
を
関

係
機
関
に
報
告
し
、
協
力
依
頼
し
て

い
る
。

これも 質 問

ワクチン接種はお済ですか

問　
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

　

答　
教
育
委
員
会
作
成
の
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
対
応

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
山
城
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は

　

答　
規
模
や
手
法
を
大
き
く
見
直
し
開
催
す
る
予
定
だ

答　
教
育
長　
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
可
能
に
な
り
、
保
育
所

が
抱
え
る
諸
課
題
も
解
消
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
か
ら
誘
致
に
賛
成
。
ま
た
、

町
の
教
育
方
針
へ
の
協
力
を
認
定
こ

ど
も
園
の
設
置
者
に
求
め
て
は
の
要

望
も
出
た
。

問　
本
町
の
幼
児
教
育
の
方
向
性
は

変
わ
る
の
か
。

答　
教
育
長　
認
定
こ
ど
も
園
と
連

携
す
る
方
策
が
加
わ
る
だ
け
で
、「
桑

折
町
の
15
歳
の
め
ざ
す
姿
」を
実
現

す
る
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。

問　
全
職
員
の
雇
用
は
守
れ
る
の
か
。

答　
町
長　
正
規
職
員
は
幼
稚
園
等

へ
の
配
置
転
換
を
行
い
、
雇
用
継
続

を
希
望
す
る
者
は
設
置
者
と
の
協
議

で
受
け
入
れ
に
前
向
き
な
回
答
を
得

て
い
る
。
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幼保政策大転換の理由を問う
多様なニーズ対応と経費節減だ

問　
幼
稚
園
・
保
育
所
を
民
間
に
明

け
渡
す
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

政
策
の
大
転
換
で
あ
る
。
よ
っ
て
次

の
事
項
に
つ
い
て
の
答
弁
を
求
め
る
。

①
検
討
経
過
、
②
そ
の
理
由
、
③
職

員
の
処
遇
、
④
基
本
協
定
締
結
の
合

理
的
根
拠
、
⑤
同
協
定
締
結
前
に
議

会
等
へ
の
説
明
を
し
な
か
っ
た
理
由
、

⑥
総
合
計
画
審
議
会
前
日
に
突
如
民

営
化
方
針
へ
修
正
の
理
由
、
⑦
総
合

計
画
議
案
９
月
議
会
提
出
を
撤
回
せ

よ
。

答　
町
長　
①
②
④
⑤
を
ま
と
め
て

答
弁
。
こ
れ
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募

の
結
果
で
あ
る
。
病
児
・
病
後
児
保

育
な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
保
育
所
経
費
圧
縮
の
た
め
。

③
正
規
職
員
は
幼
稚
園
へ
の
配
置
転

換
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
松
葉
福

祉
会
が
前
向
き
で
受
け
入
れ
方
向
。

⑥
８
月
10
日
の
方
針
決
定
に
よ
り
変

更
。
⑦
審
議
会
答
申
を
尊
重
し
、
予

定
通
り
議
会
に
提
出
し
た
。

齋 藤 松 夫 議員

公
立
藤
田
病
院
民
営
化
も
検
討
か

医
療
体
制
の
維
持
充
実
を
図
っ
て
い
く

問　
幼
稚
園
・
保
育
所
民
営
化
問
題

の
根
源
は
、
小
泉
内
閣
以
来
の
新
自

由
主
義
路
線
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
官

か
ら
民
へ
の
政
策
だ
。
町
長
は
今
般
、

こ
の
政
策
推
進
の
立
場
を
鮮
明
に
し

た
。
そ
こ
で
だ
が
、
公
立
藤
田
病
院

に
対
し
て
は
公
設
公
営
路
線
の
貫
徹

か
。
そ
れ
と
も
公
設
民
営
路
線
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
と
い
う
立
場
か
。

同
病
院
副
管
理
者
の
立
場
を
踏
ま
え

た
答
弁
を
求
め
る
。

答　
町
長　
公
立
藤
田
病
院
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
信
頼
に
応
え
る

中
核
病
院
と
し
て
、
十
分
に
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
医
療
体
制
の
維
持
、
さ

ら
に
は
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町立の認定こども園もあるのだが…

これも 質 問
問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
者
支
援
の
第
二
弾
は

　

答　
今
期
定
例
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
た

問　
旧
分
庁
舎
を
残
し
て
活
用
す
べ
き
で
は

　

答　
宅
地
化
を
条
件
に
業
者
を
公
募
し
た

幼稚園、保育園の民営化は
各関係者と連携のもと進める岩 﨑 久 男 議員

問　
８
月
20
日
総
合
計
画
審
議
会
が

開
催
。
保
育
体
制
の
研
究
が
、
民
設

民
営
化
方
針
に
転
換
と
な
る
経
過
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
戴

き
た
い
。
未
来
の
子
供
た
ち
の
環
境

を
、
非
正
規
職
員
で
賄
う
体
制
こ
そ
、

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
余
り
に
も
急

な
展
開
に
、
違
和
感
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
。
民
設
民
営
化
問
題
は
、
重

要
な
案
件
な
の
で
議
会
で
議
論
の
場

を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
町
長　
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
、
個
々
の
施
策
に
つ
い
て
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
具

現
化
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
に
対
し

て
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
く
。

都
市
計
画
法
34
条
11
項
の
進
捗
は

県
都
市
計
画
課
と
協
議
中
で
あ
る

問　
都
市
計
画
法
34
条
11
項
の
対
象

区
域
に
つ
い
て
は
、
合
意
を
得
た
下

郡
地
域
は
今
年
度
の
指
定
に
向
け
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
区
域
指
定
に
つ
い
て
は
、

県
北
建
設
事
務
所
の
事
前
確
認
が
終

了
し
、
現
在
、
本
申
請
に
向
け
、
県

都
市
計
画
課
と
協
議
中
で
あ
る
。

これも 質 問
問　
原
発
の
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
は
、
断
固
反
対
を

　

答　
地
元
の
意
見
が
最
大
限
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
望
む

問　
東
電
㈱
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は

　

答　
一
部
合
意
約
５
，
０
０
０
万
円
を
受
領

問　
数
字
で
見
る
桑
折
町
の
姿
か
ら
具
体
的
な
施
策
を

　

答　
総
合
計
画
及
び
戦
略
に
基
づ
き
移
住
定
住
を
促
進

若い世代はどう考えるか



一
般
質
問

９
月
定
例
会
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伊
達
郡
町
議
会
　

議
員
大
会
　

　
伊
達
郡
３
町（
国
見
町
・川
俣
町
・

桑
折
町
）の
議
員
大
会
が
伊
達
市
ふ

る
さ
と
会
館
に
お
い
て
伊
達
郡
町
村

議
会
議
長
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
、
各
町
議
会
よ
り
５
項

目
６
点
の
要
望
事
項
が
提
出
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
決
議
、
特
別
決
議
も
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
た
。

※�

桑
折
町
議
会
か
ら
提
出
し
た
要
望

事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、�

主
要
地
方
道
及
び
一
般
県
道
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

　
・
伊
達
崎
橋
の
整
備
に
つ
い
て

　
・�

県
道
拡
幅
及
び
歩
道
設
置
に
つ

い
て

２
、
地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

　
・�

公
立
藤
田
総
合
病
院
へ
の
常
勤

医
師
の
確
保
等
県
の
強
力
な
支

援
の
要
望

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
恒
例
の
講

演
を
中
止
、
短
時
間
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

なぜ公募型プロポーザル？
解体設計費用の経費削減等のため

　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
売
却
お
よ
び
今

後
の
開
発
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

問　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
売
却
に
関
し

て
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
提
言
書
を
も
と
に
宅

地
整
備
を
条
件
と
し
て
売
り
に
出
さ

れ
た
。「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」と

し
た
理
由
は
。

答　
町
長　
旧
役
場
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
土
地
売
却
と
と
も
に
建
築
物
、

動
産
の
解
体
・
処
分
価
格
を
同
時
に

民
間
業
者
か
ら
求
め
る
こ
と
に
よ
り

解
体
に
係
る
設
計
費
用
の
経
費
削
減

を
図
る
た
め
で
あ
る
。

問　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
に
は

「
良
質
な
住
環
境
の
形
成
」と
あ
る
が
、

議
会
に
示
さ
れ
た
資
料
で
は
当
該
地

を
17
区
画
に
分
け
た
図
面
の
み
で
理

解
で
き
な
い
が
ど
う
か
。

答　
町
長　
事
業
者
の
決
定
に
関
し

て
は
、
区
画
の
み
の
判
断
で
は
な
く

提
案
の
内
容
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

結
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
株
式
会
社
シ
ゲ
キ（
最
優
秀
者
）

と
の
本
契
約
の
時
期
は
。

答　
町
長　
今
月（
９
月
）内
に
締
結

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

半 澤 　 高 議員

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
は

順
調
に
進
ん
で
い
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
は
。

答　
町
長　
８
月
25
日
現
在
、
１
回

目
接
種
率
が
70
％
を
超
え
る
状
況
に

あ
り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
今

後
も
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
11
月
末
ま
で
に
希
望
す

る
す
べ
て
の
方
が
接
種
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
役
場
職
員
に
感
染
者
が
出
た
場

合
の
対
応
策
は
。

答　
町
長　
仮
に
感
染
が
判
明
し
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
県
及
び
保
健
所

か
ら
の
指
導
助
言
の
も
と
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
が
で
な
い
よ
う
全
庁
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

これも 質 問
問　
蚕
糸
跡
地
の
協
議
の
進
捗
状
況
は

　

答　
測
量
作
業
等
を
完
了
、施
設
ご
と
の
面
積
を
調
整
中

１　
調
査
事
件

　

�

人
口
減
少
時
代
下
に
お
け
る
行
財
政
運
営

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

２　
調
査
目
的

　

�

人
口
減
少
時
代
下
に
お
け
る
健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
た
め

３　
調
査
の
経
過（
略
）

４　
調
査
結
果

　
現
在
、
当
町
を
含
め
た
全
国
の
自
治
体
で

人
口
減
少
局
面
に
突
入
し
て
い
る
。
今
後
、

生
産
年
齢
人
口
も
減
少
し
続
け
る
こ
と
に
よ

る
労
働
力
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
調
査
し
て
き
た
。

　

当
町
は
、
平
成
27
年
10
月
時
点
の「
桑
折

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」（
初
版
）の
中
で
、
地
域
経
済
に
与
え
る

影
響
と
し
て
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済

の
規
模
縮
小
、
就
業
者
数
の
減
少
、
高
齢
化

に
よ
る
農
業
の
弱
体
化
等
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
を
既
に
予
測
し
て
い
た
。

　
当
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
予
測
の
も
と
、

財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の

か
等
を
、
決
算
カ
ー
ド
、
財
務
４
表
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン（
初
版
）等
に
基
づ
き
、
分
析
・
調

査
・
研
究
を
実
施
し
て
き
た
が
、
町
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は

「
入
り
を
量
り
て
、
出
を
制
す
る
」こ
と
を
、

職
員
の
認
識
強
化
と
地
方
税
等
の
徴
収
率

ア
ッ
プ
に
全
職
員
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
と
し
て

１
．�

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と

２
．�

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
一
段
と
高
止
ま

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

委員会活動報告
総
務
文
教
常
任
委
員
会�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

１
．
調
査
事
件

　
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
に
つ
い
て

２
．
調
査
目
的

　
地
域
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

３
．
調
査
の
経
過（
略
）

４
．
調
査
結
果

　

�

本
町
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
問
題
解
決
に

向
け
、３
つ
の
視
点
か
ら
調
査
報
告
を
す
る
。

１
．�

市
街
化
調
整
区
域
内「
空
き
家
」に
つ
い

て

①　
調
整
区
域
内
の
住
宅
の
利
活
用
に
は
個

別
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
本
町
は

県
の
開
発
許
可
基
準
に
対
応
し
て
い
る
が
、

近
隣
の
伊
達
市
、
福
島
市
で
は
独
自
の
基
準

で
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
県
に
対
し
、
開
発

許
可
に
お
い
て
近
隣
市
同
様
に
地
域
特
性
を

考
慮
し
た
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
求
め
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

②　
本
町
の
農
業
振
興
の
点
か
ら
農
業
に
関

連
し
た
利
活
用
の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．�

市
街
化
区
域
内「
空
き
家
」「
空
き
店
舗
」

に
つ
い
て

①　
「
空
き
家
」に
関
し
て
、
町
は「
ま
ち
づ

く
り
」に
対
す
る
方
向
性
を
明
確
に
示
し
、

物
件
の
所
有
者
の
意
向
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

民
間
の
活
動
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

②　
「
空
き
店
舗
」に
関
し
て
、
本
町
の
空
き

店
舗
は
店
舗
付
住
宅
が
多
く
、
特
に
水
道
設

備（
ト
イ
レ
・
給
湯
室
な
ど
）の
点
か
ら
住
居
、

店
舗
の
分
離
が
容
易
で
な
い
。
店
舗
部
分
の

産
業
厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長 

佐
藤
榮
三

　
以
上
の
２
点
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化

対
策
と
し
て
計
画
的
に
維
持
補
修
を
実
施
し
、

特
に
国
土
強
靭
化
計
画
に
基
づ
く
長
寿
命
化

策
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
を
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、
決
算
カ
ー
ド
の
性
質
別
歳
出
の
状
況

を
踏
ま
え
、
経
常
収
支
比
率
改
善
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
後
に
お
い
て
今
年
９
月
に
政
府

は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
当
町
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
伴
う
変
化

を
的
確
に
捉
え
、
業
務
の
効
率
化
・
事
務
削

減
に
よ
る
人
材
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
町
民
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
う
、
そ
し
て
、
町
民
に
寄
り

添
う
温
か
な
行
政
運
営
を
持
続
さ
れ
た
い
。

賃
貸
等
に
よ
る
活
用
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

空
き
店
舗
付
住
宅
を
住
居
部
分
と
店
舗
部
分

に
分
離
活
用
で
き
る
よ
う
補
助
制
度
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

３
．
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①　
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
実
態
調
査
を
継

続
す
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
調
査
は

今
後
の
問
題
解
消
、
利
活
用
に
向
け
て
有
効

で
あ
り
、
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。

②　
物
件
の
所
有
者
と
継
続
し
た
連
携
が
図

ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ
る
。

物
件
の
管
理
不
全
を
防
ぐ
こ
と
は
地
域
の
防

災
・
防
犯
上
重
要
で
あ
る
。

③　
庁
内
各
課
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

第16回

７／15

もったいない
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当
委
員
会
で
は
今
定
例
会
に
お
い

て
、「
人
口
減
少
時
代
下
に
お
け
る

行
財
政
運
営
管
理
」の
あ
り
方
に
関

し
報
告
し
た
。
新
た
に
①
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
の
具
現
化
に
つ
い

て
を
加
え
閉
会
中
の
所
管
・
所
掌
事

務
調
査
に
上
げ
た
。
町
営
の
保
育
園

を
廃
止
し
、
民
設
民
営
へ
移
行
す
る

件
に
関
し
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
の
町
に
相
応
し
い
取

り
組
み
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

さ
ら
に
調
査
の
途
中
で
あ
る「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
教
育
行
政（
学
校
教

育
・
社
会
教
育
）に
関
し
て
も
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
６
波
に
向

け
併
せ
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

委 
員 

会 

活 

動 

状 

況

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

ま
か
ら
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
頂
く
ア

ン
ケ
ー
ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の「
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
」は
開
催
を
中
止

し
ま
す
。
解
除
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
開
催
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
安
全
が
担
保
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
秋
の
開
催
は
中
止
し

ま
す
。
ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
は
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き

ま
す
。
町
民
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
は
議
会
発
展
の
た
め
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
閉
会
中

の
所
掌
事
務
調
査
事
項「
予
算
決
算

の
審
議
の
あ
り
方
」を
引
き
続
き
調

査
中
で
あ
る
。

　

な
お
、
議
長
よ
り「
桑
折
町
議
会

業
務
継
続
計
画（
平
成
30
年
10
月
策

定
）見
直
し
に
つ
い
て
」の
諮
問
が
あ

り
、『
感
染
症
対
策
』に
関
し
て
業
務

継
続
計
画
に
加
え
る
べ
く
他
議
会
の

先
進
事
例
を
参
考
に
早
急
に
ま
と
め

答
申
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
会
運
営
委
員
会�

委
員
長 

半
澤
　
高

広
報
広
聴
常
任
委
員
会 �

委
員
長 

川
名
　
静
子

産
業
厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長
　
佐
藤
　
榮
三

　

委
員
会
は
、
閉
会
中「
新
規
就
農

者
の
確
保
に
つ
い
て
」を
調
査
事
件

と
し
て
上
げ
る
。
産
地
の
維
持
の
課

題
と
し
て
、
就
農
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
や
新
規
就
農
者
不
足
が
あ

る
。

　

そ
こ
で
、新
規
就
農
者
確
保
が
期

待
で
き
る「
農
業
分
野　
※
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
」を
中
心
に
調
査
を
行

う
。
令
和
３
年
度
、本
町
に
は
２
名
の

協
力
隊
員
が
着
任
し
た
。
都
市
地
域

か
ら
の
移
住
者
が
、
全
国
に
誇
れ
る

極
上
な
桃
の
生
産
者
を
目
指
し
町
内

の
桃
生
産
者
の
も
と
で
栽
培
技
術
を

学
び
、
定
住
就
農
す
る
取
組
で
あ
る
。

着
任
し
た
２
名
と
担
当
課
、受
入
れ

農
家
、農
協
を
中
心
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

請
願
・
陳
情
審
査
結
果

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
危
機

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
の
請
願

（
請
願
者
）

　
福
島
市
大
森
日
ノ
下
４
番
地
の
１

　
福
島
県
北
農
民
連

　
会
長　
冨
田　
久
夫

（
審
査
委
員
会
）

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採
択（
意
見
書
提
出
）

　

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、

普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外
移

転
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、

憲
法
に
基
づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　
沖
縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち

　
４
丁
目
17
番
11
号
１
階

　
「
新
し
い
提
案
」実
行
委
員
会

　
責
任
者　
安
里　
長
従

他
１
団
体

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
継
続
審
査

請
願
・
陳
情
と
は

　

特
定
の
事
項
に
つ
い
て
の
利
害

関
係
を
有
す
る
者
が
、
官
公
署
に

そ
の
実
情
を
訴
え
、
当
局
の
適
切

な
措
置
を
要
望
す
る
行
為
。

※�

請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出

方
法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

（
電
話
５
８
２
︱
２
１
１
３
）

選
挙

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
・
桑
折
町
有

北
山
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
の
で
、
組
合
規
約
第

５
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
議
員
５
名
の
選
挙
を

行
っ
た
。

議
会
議
員
の
派
遣

町
村
議
会
議
員
研
修
会

・
目
的　
町
村
議
会
議
員
研
修
会

・
期
間　
令
和
３
年
10
月
20
日

・
場
所　
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

�

文
化
セ
ン
タ
ー

・
研
修
内
容

　
①�

議
会
改
革
・
地
方
自
治
関
係
に

つ
い
て（
仮
題
）

　
②
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望

福島県伊達郡国見町・桑折町有北山組合議会議員名簿
（任期：令和３年11月１日〜令和７年10月31日）

選挙区別 氏　名 生年月日 住　　　　　所

第８
羽根田弘樹 S32.1.8 大字北半田字古舘３番地
稲村　賢一 S39.7.8 大字北半田字堀ノ内12番地

第９
工藤　　隆 S27.11.9 大字谷地字梨ノ木７番地の８
渡邉　英吉 S24.9.20 大字谷地字下高屋19番地

第10 後藤　忠郎 S30.3.22 大字伊達崎字中北沢17番地の１

令和２年度　議会費決算概要

議員報酬及び期末手当 43,084,308円
共済組合費負担金（年金分）
※制度改正により現議員は対象外 11,904,480円

職員人件費 16,519,223円
需用費（議会だより印刷製本費外） 1,500,587円
その他（旅費、交際費、使用料、負担金等） 4,348,123円

計 77,356,721円

令和２年度　議長交際費支出状況
会　　　費

（各種団体総会等） ９件 39,000円

慶　　　祝
（百歳高齢者賀寿祝金） ５件 50,000円

合　　　計 14件 89,000円

　
町
民
の
皆
様
に
定
例
会
の
内
容
を

「
議
会
だ
よ
り
」で
少
し
で
も
早
く
お

届
け
し
た
い
想
い
で
編
集
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
中
央
に
は
、
皆
さ

新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書

　コロナ禍における米の需要「消
失」は2019年産米の過大な在庫を
生み、2020年産米の市場価格は大
暴落し、年末年始における感染者
拡大と自粛要請、さらに緊急事態
宣言の再発令により、需要減少に
歯止めがかからず、2020年産米の
販売不振と米価下落は底なしの状
態になっています。
　今年の10月末には、古米在庫が
60万トンにも及ぶと試算され、36
万トンの減産が実行されたとして
も、効果自体が消散しかねない水
準です。このままでは2021年産米
の大暴落はもとより、来年の６月
末在庫が250万トン規模となり、２
年連続の米価下落にとどまらず
2022年産米価格も上昇することは
かなわず、３年連続の米価暴落と
なれば、大規模経営でも米づくり
から撤退することにつながりかね
ません。
　コロナにより消滅した需要減少
分は、国が責任をもって「過剰在庫」
を市場隔離すべきであって、その
責任を生産者・流通業者に押し付
けることは許されません。政府に
よる特別な隔離対策が絶対に必要
です。
　コロナ禍の中、各地で取り組ま
れているフードバンクには食料な
どを求めて多くの方が参加されて
きます。富山県砺波市では昨年、
ひとり親家庭等を支援するため児

童扶養手当の需給世帯に「お米券」
を支給し対応をしています。かつ
てない危機的事態のなかで、苦し
む国民と農家への支援のために、
従来の政策的枠組みにとらわれな
い対策が緊急に求められます。
　よって、国においては、次の措
置を講ずるよう強く要望します。

１�．コロナ禍で生まれた市場に滞
留する在庫を政府が買い取るな
どして市場から隔離し、需給環
境を改善するとともに米価下落
に歯止めをかけること。

２�．コロナ禍などによる生活困難
者・学生などへの食料支援制度
を創設し、政府が支援すること。
お米券の支給など支援を行うこ
と。

３�．国内消費に必要のない外国産
米(ミニマムアクセス米)について、
国産米の需給状況に応じて輸入
数量抑制を直ちに実行すること。

　以上、地方自治法第99条の規定
により、意見書を提出する。

　令和３年９月22日

福島県伊達郡桑折町議会
　

（提出先）
内閣総理大臣　様
農林水産大臣　様
財 務 大 臣　様

意　見　書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V
ID
-19

）対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

　
去
る
７
月
21
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（C

O
V

ID
-19

）対
策

調
査
特
別
委
員
会
と
し
て
、
町
長
へ

経
済
的
支
援
・
生
活
支
援
等
に
つ
い

て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
今
9
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予

算
に
お
い
て
、
こ
お
り
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券（
第
2
弾
）の
発
行
事
業
、
事

業
継
続
支
援
金
給
付
、
公
共
交
通
支

援
金
給
付
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

（
第
2
弾
）、
飲
食
店
支
援
金
給
付
事

業
、
酒
類
納
入
事
業
者
支
援
金
給
付

事
業
等
が
計
上
さ
れ
議
決
し
た
。

　
今
後
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
6
波
が
予
想
さ
れ
る
。
町
民
各

位
の
感
染
予
防
対
策
に
全
力
で
対
応

し
て
い
く
。

町長へ要望書を提出する
コロナ対策特別委員会 正副委員長

お
詫
び

・�

夏
号
に
掲
載
す
べ
き
訂
正
が
1
件
漏
れ

ま
し
た
。

　
Ｐ
24�

（
誤
）遭
っ
て
は
→(

正)

あ
っ
て
は

・
Ｐ
３　
国
保
税
改
正

　
　
　
　
（
誤
）一
世
帯
当
た
り
…
増

　
　
　
　
（
正
）一
世
帯
当
た
り
…
減

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
と
は

　
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
地
域
協
力
活
動
を
行
い
定
住
・
定
着
を
図
る
制
度
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臨
時
会

第
５
回　
８
／
５（
木
）

工
事
請
負
契
約

　
町
道
１
０
７
号（
昭
和
大
橋
）

　

�

災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

•

契
約
の
目
的

　

�

町
道
１
０
７
号（
昭
和
大
橋
）の
災

害
復
旧
工
事
の
た
め

•

契
約
金
額�

　
８
６
３
５
万
円

　

�（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
額
７
８
５
万
円
）

•

契
約
の
方
法

　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

•

契
約
相
手
方

　

�

住
所　
福
島
市
佐
倉
下
字
観
音
堂

11
番
地
の
３

　
氏
名　
東
開
工
業 

株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
髙
野
次
郎

•

工
期

　

�

令
和
３
年
８
月
５
日
〜
令
和
４
年

３
月
25
日

モニターさんからの感想・意見モニターさんからの感想・意見
議会だより

「表紙」見出しがあり、読
みやすくなった。また、
町での出来事を表紙にし
たのは大変よかった。

全員協議会を傍聴して
協議事項がある時は、予め、
資料を渡して、各議員の意見
を聞けるように配慮すべきで
はなかったか。

議会を傍聴して
生活道路である町管
轄の昭和大橋の１日
も早い開通をお願い
したい。

議会だより
「これも質問」短い文
言だからこそ、とて
も分かりやすく読み
やすい。

議会だより
「議員活動状況報告」
とても小さい文字に
なって読みにくいで
す。　　　

他に、議会だよりに対して
の意見、議会での各議員へ
の質問に対して提案等が寄
せられました。
今後、各常任委員会に振り
分け協議をしていきます。

議会を傍聴して
発言者の声が聞き
取りにくいです。

議会を傍聴して
議員各位が調査をして
臨んでいる事もあり、
議会はスムーズに進行
したと思う。　　　　

全員協議会を傍聴して
タブレット導入について、
伊達市見学は議員の考え
を合わせるのにはよい方
法であると思う。

議会だより
「一般質問」２問から
３問にしてください。

年 月 日 活動状況 内　　　　　容 出席者

3

6

24 議会全員協議会 ・福島蚕糸跡地利活用について 全 議 員
25 例月出納検査 ・定期検査 選出委員
28 広報広聴常任委員会 ・議会だより編集会議 選出委員

29
議会全員協議会 ・次期総合計画の素案について、6月定例会

の総括について 全 議 員

議会運営委員会 ・６月定例会の総括について 選出委員

7

1
第15回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

・桑折町商工会会員との意見交換会の実施結
果と今後の課題等に関して 選出委員

2 広報広聴常任委員会 ・議会だより編集会議 選出委員

6 総務文教常任委員会 ・コロナ禍における教育行政（学校教育・社
会教育）について 選出委員

7 広報広聴常任委員会 ・議会だより編集会議 選出委員
8 産業厚生常任委員会 ・空き家・空き店舗等について 選出委員

12
総務文教常任委員会 ・コロナ禍における教育行政（学校教育・社

会教育）について（伊達崎醸芳小学校視察） 選出委員

広報広聴常任委員会 ・議会だより編集会議 選出委員

15 第16回伊達郡町村議会議員大会
・各町議会提出要望事項について、決議（案）
について、特別決議（案）について 全 議 員

16

議会視察研修 ・伊達市議会における「タブレット端末の運
用とシステム環境」について 全 議 員

全国山城サミット桑
折大会実行委員会委
員長・副委員長会議

・桑折西山城跡紹介動画について、大会ロゴ
マークについて、第28回全国山城サミット
桑折大会2021運営計画書について

議 長

20

第16回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

・要望書案の協議について 選出委員

後期高齢者医療広域
連合議会運営協議会 ・議事日程等について 議 長

後期高齢者医療広域
連合議会定例会 ・専決の承認3件、認定2件、補正予算2件 議 長

第３回全国山城サ
ミット桑折大会実行
委員会

・桑折西山城跡紹介動画について、大会ロゴ
マークについて、第28回全国山城サミット
桑折大会2021運営計画書について

正副委員長

21

例月出納検査 ・定期検査 選出委員
新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会 
要望書提出

・町へ要望書提出 正副委員長

24 諏訪神社例大祭 ・例大祭式典 議 長

26

「献上桃」選果・箱詰式 ・献上桃選果・箱詰式 議 長
令和３年第３回伊達
地方消防組合議会全
員協議会

・議事日程等について 選出議員

令和３年第３回伊達
地方消防組合議会臨
時会

・令和２年度伊達地方消防組合一般会計繰越
明許費繰越計算書の報告について、動産の
取得について２件、令和３年度伊達地方消
防組合一般会計補正予算（第１号）

選出議員

産業厚生常任委員会 ・空き家・空き店舗等について 選出委員

27
定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審

査（税務住民課、健康福祉課） 監査委員

総務文教常任委員会 ・コロナ禍における教育行政（学校教育・社
会教育）について 選出委員

28
定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審

査（まちづくり推進課、生涯学習課） 監査委員

国見町議会行政調査 ・議員定数削減の経過について、議員報酬等
の実態について 正副議長

29

福島県町村議会議長
会議

・正副会長会議、理事・監事合同会議、県へ
の要望実行運動、県議会議長と本会役員と
の意見交換会

議 長

定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審
査（産業振興課） 監査委員

広報広聴常任委員会 ・議会モニターからの意見仕分けについて 選出委員

30 定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審
査（地域整備課、生活環境課） 監査委員

8

2 定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審
査（上下水道課・総合政策課） 監査委員

3
定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審

査（総務課） 監査委員

広報広聴常任委員会 ・アンケート回収報告について 選出委員

4 定期監査・決算審査 ・令和２年度事業に関する定期監査・決算審
査（こども教育課・会計室・議会事務局） 監査委員

5

議会運営委員会 ・令和３年第５回桑折町議会臨時会の議事日
程等について 選出委員

議会全員協議会

・令和３年第５回桑折町議会臨時会の議事日
程等について、「旧役場庁舎敷地」売却手続
きの進捗状況について、新桑折町総合計画
の素案について、役場内Wi-Fi（無線LAN）
環境改善策について、「タブレット端末の
運用とシステム環境」視察研修の総括につ
いて

全 議 員

令和３年第５回桑折
町議会臨時会

・町道107号（昭和大橋）災害復旧工事請負契
約の締結について 全 議 員

年 月 日 活動状況 内　　　　　容 出席者

8

6 令和３年度定期監査概況報告 ・定期監査について、監査委員講評 監査委員

10
第17回新型コロナウイ
ルス感染症（COVD-19）
対策調査特別委員会

・新型コロナウイルスワクチン接種と今後の
予定について 選出委員

17 総務文教常任委員会 ・素案の検討 選出委員

18 福島地方水道用水供給企業団来庁 ・議会定例会事前打ち合わせ 議 長

19

議会全員協議会
・旧庁舎敷地について、県議長会から依頼の
あった意見書の協議について、桑折町議会
業務継続計画見直しについて

全 議 員

議会運営委員会
・９月定例会の進め方について、臨時会にお
ける議案書の配布について、桑折町会議規
則の改正について

選出委員

25

例月出納検査 ・定期検査 選出委員
令和３年８月福島地
方水道用水供給企業
団議会定例会

・決算認定１件、報告１件 議 長

27

産業厚生常任委員会 ・調査報告書の協議について、議会モニター
からの意見への回答について 選出委員

公立藤田病院議会全
員協議会 ・新型コロナウイルス感染症の現状について 選出議員

福島県縦断駅伝競走
大会桑折町実行委員
会

・実行委員会及び事務局体制について、令和
２年度事業報告・収支決算について、令和
３年度事業計画（案）・収支予算（案）につい
て、令和３年度桑折町駅伝チーム選手につ
いて

議 長

30 議会運営委員会 ・９月定例会の議事日程等について、桑折町
議会業務継続計画見直しについて 選出委員

9

1 議会全員協議会 ・新桑折町総合計画（案）について 全 議 員

7

議会運営委員会 ・９月定例会の議事日程（追加議案）について 選出委員

議会全員協議会 ・令和３年第６回桑折町議会定例会の議事日
程等について、提案内容の説明 全 議 員

令和3年第6回桑折町
議会定例会

・会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般
の報告、行政報告、町長提案理由の説明、
補正予算４件の説明、一般会計決算認定総
括説明、特別会計・水道事業会計決算認定
総括説明、継続費精算報告、健全化判断比
率、資金不足比率報告、決算審査結果報告

全 議 員

総務文教常任委員会 ・付託事件審査 選出委員

8
議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員
令和3年第6回桑折町
議会定例会 ・一般質問 全 議 員

9

議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員
令和3年第6回桑折町
議会定例会 ・一般質問 全 議 員

産業厚生常任委員会
・付託事件審査、空き家、空き店舗等につい
ての調査報告書の協議について、閉会中の
所管所掌事務調査申出事項について

選出委員

10

全国山城サミット桑
折大会実行委員会委
員長・副委員長会議

・第28回全国山城サミット桑折大会開催内容
について 議 長

総務文教常任委員会 ・付託事件審査、閉会中の所管所掌事務調査
申出事項について 選出委員

13

議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員

令和３年第６回桑折
町議会定例会

・条例改正３件、補正予算４件、新総合計画、
同意１件審議採決、一般会計、特別会計、
水道事業会計決算認定常任委員会所管別説
明

全 議 員

14 西根神社秋季例祭 ・例祭式典 議 長

15
議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員
令和３年第６回桑折
町議会定例会 ・一般会計決算認定所管別質疑（総務文教） 全 議 員

17
議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員
令和３年第６回桑折
町議会定例会

・一般会計、特別会計、水道事業会計決算認
定所管別質疑（産業厚生） 全 議 員

21

議会全員協議会

・議事日程等について、「コロナ禍による厳
しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書（案）」について、総務文教常
任委員会からの調査特別委員会設置申し出
について

全 議 員

令和３年第６回桑折
町議会定例会 ・一般会計決算認定総括質疑、討論採決 全 議 員

産業厚生常任委員会 ・空き家、空き店舗等についての調査報告書
の最終打合せについて 選出委員

22

議会全員協議会 ・議事日程等について 全 議 員

令和３年第６回桑折
町議会定例会

・特別会計、水道事業会計決算認定審議採決、
水道事業剰余金の処分審議採決、追加議案
審議採決

全 議 員

広報広聴常任委員会 ・議会だより編集会議 選出委員

　　　　　　　　　議員活動状況報告 　　　　６月23日～９月２２日

昭和大橋　復旧までもう少しの辛抱です

　
今
定
例
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国
に
対
し
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ロ
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厳
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税
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源
の
充
実
を
求
め
る
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見
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が
全
会
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採
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さ
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全
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は
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に
掲
載
し
ま
す
。



令和３年10月13日発行

発　行　福島県伊達郡桑折町議会
責任者　片　　 平 　　秀 　　雄
編　集　広　報　編　集　委　員
電　話　（ 0 2 4 ）5 8 2 ー 2 1 1 3
印　刷　株 式 会 社 日 進 堂 印 刷 所

編　集　後　記
　17日間に及ぶ９月定例会の白熱した議論
の雰囲気を感じ取って頂くためにはと、頭の
中はまだ定例会の延長線上での編集作業でし
た。編集に携わった委員自らもアイディアを
出し、“分かる・伝わる”広報誌作りに奮闘し
て下さいました。
　お陰様で今 秋号も定例会終了から一か月
以内に発行することができました。
　これでようやく私にも虫の音を聴きながら、
一杯のコーヒーを味わえる時間がやって来ま
した。「議会だより」をご覧になった感想など、
お聞かせいただければ、また、頑張れるかな。
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皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し
て
、「
町
民
の
声
」の
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。“
わ
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り
や
す
い
、
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
”、

編
集
に
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せ
て
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き
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す
。

～秋上げ、赤トンボ、
　イナゴ取り…　秋の風物詩～

町 民 の 声

■広報広聴常任委員会 編集委員
委 員 長　川　名　静　子　　委員　佐　藤　武　朗

副委員長　鈴　木　隆　志　　委員　岡　本　貴　士

議会だより ●24

◎
議
会
傍
聴
か
ら

・
１
～
２
回
傍
聴　
　
　
　
２
名

・�

今
回
、
本
当
に
聞
き
た
い
質
問
、

発
言
、
回
答
が
聞
け
な
か
っ
た
。

・�
60
分
間
の
中
で
質
問
は
３
番
位

で
、
内
容
を
も
っ
と
具
体
的
に

発
言
、
回
答
が
必
要
と
思
う

�
（
70
代
男
性
）

・�

蚕
糸
跡
地
の
問
題
、
今
現
在
町

民
の
人
数
か
ら
考
え
て
も
、
何

故
、
今
以
上
に
食
品
ス
ー
パ
ー

が
必
要
な
の
か
。

・�

キ
ャ
ン
プ
施
設
の
必
要
理
由
が

知
り
た
い
。

・�「
未
来
会
議
」を
ヒ
ン
ト
に
蚕
糸

跡
地
の
活
用
が
さ
れ
る
と
、
ほ

ぼ
ほ
ぼ
の
町
民
は
思
っ
た

（
60
代
男
性
）

◎「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・
毎
回
読
む　
　
　
　
　

�　
12
名

・
目
に
し
た
時
に
読
む　
　

�

５
名

「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で
気
づ
い
た

点
・
要
望
な
ど

・�

議
会
に
関
心
が
な
か
っ
た
が
、

だ
よ
り
を
読
ん
で
、
町
政
が
理

解
出
来
た
。　　
　
（
80
代
女
性
）

・�

質
問
事
項
を
実
行
し
た
場
合
の

財
源
案
が
不
明�

（
50
代
男
性
）

・�

町
の
様
子
を
知
る
唯
一
の
手
段

な
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す

・�

年
を
重
ね
て
も
読
み
や
す
い
も

の
を
お
願
い
し
た
い
。

�

（
70
代
女
性
）

・�
一
般
住
民
に
は
理
解
し
ず
ら
い

所
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
簡

略
化
し
た
方
が
容
易
に
手
に

と
っ
て
読
み
や
す
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
60
代
女
性
）

・�

細
か
く
専
門
用
語
が
多
く
文
章

が
か
た
い
と
思
っ
た
。

�

（
80
代
女
性
）

・�

内
容
が
数
年
前
と
あ
ま
り
変
わ

り
な
い
。　　
　
　
（
60
代
女
性
）


